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はじめに - SeACD 2 をご利用中のお客様へ- 

SeACD 2 は、2024 年 8 月 発行の『建築設備設計基準 令和 6 年版』改正に対応いたしました。 

SeACD 2 をご契約中のお客様は、ソフトをアップデートしていただくことで、令和 6 年版に対応したバージョンをご利用

いただけます。 

本ドキュメントでは、SeACD 2 新バージョン（令和 6 年版対応）の利用開始方法と、ソフトの変更・追加点をご紹

介いたします。 

 

ご利用開始方法 

アップデート 

SeACD 2 新バージョン（令和 6 年版対応※）は、更新プログラムを適用していただくことでご利用が可能です。新ソ

フトのインストールは不要で、通常の更新時と同様にアップデートインストーラー（msi ファイル）をダウンロードおよび実

行し、ソフトを更新してください。 

 

※ Ver.2.0.500 以降のバージョンを指します。 

以降、本ドキュメントでは Ver. 2.0.281 以前を旧バージョン、Ver. 2.0.500 以降を新バージョンと呼びます。 

 

～Ver. 2.0.281 ：旧バージョン 

Ver. 2.0.500～ ：新バージョン 
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旧バージョンで作成されたデータの再利用 

旧バージョンで作成したデータを新バージョンで使用するには、次の 3 通りの方法があります。 

 

旧バージョン 新バージョン 

令和 3 年版で作成 令和 6 年版に変換して使用 

 そのまま使用 

平成 30 年版で作成 令和 3 年版に変換して使用 

 

詳細な手順は次ページのとおりです。 

 

令和 3 年版で作成したファイルを令和 6 年版に変換する手順 

1. 物件データを開く 

2. ファイル ＞ 変換 ＞ 建築設備設計基準を開く 

3. 令和 6 年版を選択 

 

 

 

令和 3 年版で作成したファイルをそのまま使用する手順 

1. 物件データを開く 

⇒ そのままご利用いただけます。 
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平成 30 年版で作成したファイルを開く手順 

ソフトをアップデート後、平成 30 年版データをそのままご利用いただくことはできなくなります。 

以下手順で自動的に令和 3 年版に変換されますので、ご留意のうえご利用ください。 

 

1. 物件データを開く 

2. 以下のメッセージが表示 

 

3. 「はい」をクリック 

※ 「いいえ」をクリックすると、データを開かずに SeACD2 を終了します。 

 

 

 

 

  

 

平成 30 年版のまま使用する場合は、SeACD 2 を一度アンインストールし、Ver. 2.0.281 の再インストールが必

要です。 

 

Ver. 2.0.281 は以下ページにて、「建築設備設計基準 H30・R3 版」－「フルインストーラー」として公開されてお

ります。 

クリックしてダウンロードし、圧縮 ZIP ファイルを解凍（展開）してご利用ください。 

https://izumidl.sixcore.jp/downloads/seacd2/seacd_2_dl.html 

備考 

https://izumidl.sixcore.jp/downloads/seacd2/seacd_2_dl.html
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新バージョンでの変更点 

新バージョンでは、以下の項目を変更しました。 

 

選択可能な建築設備設計基準の変更 

選択可能な建築設備設計基準を、以下のとおり変更しました。 

 

 旧バージョン 新バージョン 

令和 6 年版 × ○ 

令和 3 年版 ○ ○ 

平成 30 年版 ○ × 

 

ご利用方法は次のとおりです。 

 

新規作成の場合 

設計基準画面の建築設備設計基準で、令和 6 年版と令和 3 年版が選択できます。 

※平成 30 年版の選択肢は廃止 
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旧バージョンで作成したデータを開く場合 

《令和 3 年版を選択していたデータ》 

そのまま開きます。 

令和 6 年版に変換する場合は「 

 

令和 3 年版で作成したファイルを令和 6 年版に変換する手順」をご参照ください。 

 

《平成 30 年版を選択していたデータ》 

確認メッセージを表示後、令和 3 年版に変換されて開きます。（平成 30 年版のまま開くことはできません。） 

操作については、「平成 30 年版で作成したファイルを開く手順」をご参照ください。 

平成 30 年版データを編集する場合は、上記項目の備考をご参照ください。 

 

 

ナビゲーションバーの制御 

建物概要の表示画面と各ナビゲーションバー（画面左側のメニュー）の有効化条件を変更しました。 

 

建物概要の画面表示 

建物概要をクリックした際、入力項目がメインウィンドウに表示されるようになりました。 

 

旧バージョン 

⇒ 別ダイアログウィンドウで表示 

 

新バージョン 

⇒ 他メニューと同様、メインウィンドウに表示 
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ナビゲーションボタンの有効化条件 

必須項目を入力後に次のステップにお進みいただくため、ナビゲーションボタンの有効化条件を見直しました。変更箇所

は次のとおりです。 

 

《諸元入力》 

 

 

建物概要画面にて、地上・地下問わず 1 階以上の階数を設定すると、諸元入力が入力可能になります。 

 

 

《換気機器設計以降》 

諸元入力画面にて、一室以上の室情報を入力すると、換気機器設計以降（換気機器設計／エアフロー／簡易ダク

ト抵抗／換気機器選定／負荷確認／空調機器選定／CAD 出力プレビュー／帳票出力）が入力可能になりま

す。 
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長さ、面積、体積における小数点以下入力桁数の変更 

長さ、面積、体積の各値について、小数点以下入力桁数を変更しました。 

 

単位 
令和 3 年版 令和 6 年版 

入力桁数 例 入力桁数 例 

m 小数点以下 2 桁 階高 3.50 小数点以下 3 桁 階高 3.500 

天井高 3.00 天井高 3.000 

m²(平米) 小数点以下 1 桁 床面積 48.0 小数点以下 2 桁 床面積 48.00 

m³(立米) 小数点以下 1 桁 室容積 144.0 小数点以下 2 桁 室容積 144.00 

 

 

空調機器の追加 

建築設備設計基準令和 6 年版に掲載されている空調機器を追加しました。 

空調系統の新規作成 > システムメーカー から 「建築設備設計基準 令和 6 年版」をお選びいただけます。 
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STABRO 負荷計算データのインポート 

ファイル ＞ インポートメニューに「STABRO 負荷計算 R6 ファイル(issal7)のインポート」を追加しました。 

既存の「STABRO 負荷計算 R3 ファイル(issal6)のインポート」も引き続きお使いいただけます。 

作成中のデータにより、使用可能な機能およびデータが異なりますので、詳細は以下をご確認ください。 

 

SeACD2 STABRO 負荷計算 

建築設備設計基準 インポートメニュー 物件データ 

令和 6 年 STABRO 負荷計算 R6 ファイル(issal7)のインポート .issal7 

令和３年 STABRO 負荷計算 R3 ファイル(issal6)のインポート .issal6 

 

いずれの場合も、以下のデータがインポートされます。 

 建物概要 

 設計用屋外条件 

 諸元情報 

 負荷計算結果※ 

 

※ 旧バージョンでは別途負荷確認画面で取り込んでいましたが、本インポート機能により一括で取込可能になりまし

た。 
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STABRO 負荷計算 令和 6 年版で作成したデータのインポート 

STABRO 負荷計算 R6 ファイル(issal7)のインポートでは、弊社 STABRO 負荷計算 令和 6 年版で作成したデー

タをインポートすることができます。拡張子「.issal7」のデータが取込可能です。 

 

建築設備設計基準 

⇒令和 6 年版を選択している場合 

 

ファイル-インポート 

⇒R6 ファイル(issal7)のインポートが使用可能 

 

 

 STABRO 負荷計算 令和 3 年版で作成したデータのインポート 

STABRO 負荷計算 R3 ファイル(issal6)のインポートでは、弊社 STABRO 負荷計算 令和 3 年版で作成したデー

タをインポートすることができます。拡張子「.issal6」のデータが取込可能です。 

※ 既存機能の取り込み対象に負荷計算結果が追加されました 

 

建築設備設計基準 

⇒令和 3 年版を選択している場合 

 

ファイル-インポート 

⇒R3 ファイル(issal6)のインポートが使用可能 
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負荷確認画面の TSV・CSV インポート機能廃止 

負荷確認画面の[STABRO 負荷計算 TSV ファイルのインポート]は先述のインポート機能に統合し、ボタンは廃止い

たしました。また、[汎用負荷計算 CSV ファイルのインポート]も廃止いたしました。 

 

旧バージョン 

 

新バージョン 

 

 

 

STABRO 負荷計算 令和 6 年版エクスポート 

負荷確認画面の[STABRO 負荷計算ファイルのエクスポート]を廃止し、ファイル-エクスポートに移動いたしました。 

 

旧バージョン 

 

新バージョン 

 

 

  

インポート機能に 
統合して廃止 

廃止 

廃止 

メニュー > インポートに移動 

メニュー > エクスポートに移動 
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旧ファイルのインポート 

SeACD (.isscd ファイル)の案件データのうち、建築設備設計基準 H30 年版以前で作成された案件データはインポ

ートできなくなりました。 
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おわりに 

SeACD 2 新バージョン（令和 6 年版対応）の利用開始方法と変更・追加点についてご紹介いたしました。さらに

便利にお使いいただけるよう、より一層品質の向上に努めて参りますので、今後ともよろしくお願いいたします。 
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